
第23回宇宙開発委員会（定例会議）

議　事　次　第

1．日　時 平成9年7月2日（水）

14：00～16：00

2．場　所 委員会会議室

　　　3．議
●

題 （1）前回議事要旨の確認

（2）地球観測プラットフォーム技術衛星「みどり」の機能停止

　　について

（3）技術評価部会への審議付託について

（4）放送衛星3号一b（BS－3b）の姿勢異常について
（5）ロシア「ミール」事故について

4．資　料 委23－1

委23－2

委23－3

委23－4

委23－5

第22回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

地球観測プラットフォーム技術衛星「みどり」の機

能停止について

地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）の機能停

止に係る原因究明等について（案）

放送衛星3号一b（BS－3b）の姿勢異常に
ついて

ロシア「ミール」事故について
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1．日時

2．場所

3．議題

4．資料

第22回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　議事要旨（案）

平成9年6月25日（水）

14＝00～17＝15

委員会会議室

（1）前回議事要旨の確認について

（2）EXPRESSカプセル飛行後調査報告について

（3）H－llロケット5、6号機等の打上げ計画及び打上げに係る

　　安全対策について

（4）再使用型宇宙輸送システム検討会報告書について

（5）　「固体推進薬衝突実験の爆発音被害に係る検討チーム」の中

　　間報告について

（6）LE－7Aエンジン燃焼試験（種子島）での主噴射器エレメ

　　ントの損傷について

委22－1

委22－2

委22－3－1

委22－3－2

委22－3－3

第21回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

EXPRESSカプセル飛行後調査報告書

通信放送技術衛星／H－llロケット5号機打上げ及び

追跡管制計画書

H－llロケット5号機によう通信放送技術衛星（CO

METS）の打上げに係る安全対策について（案）

熱帯降雨観測衛星／技術試験衛星Vll型／H－llロケッ

ト6号機打上げ及び追跡管制計画書
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〆

委22－3－4

委22－3－5

委22－3－6

委22－4－1

委22－4－2

委22－5

委22－6

H－llロケット6号機による熱帯降雨観測衛星（TR

MM）及び技術試験衛星Vll型（ETS－VIDの打上げ

に係る安全対策について（案）

宇宙実験用小型ロケット6号機打上げ計画書

宇宙実験用小型ロケット（TR－lA）6号機の打上

げに係る安全対策について（案）

再使用型宇宙輸送システム検討会報告書の概要

再使用型宇宙輸送システム検討会報告書

「固体推進薬衝突実験の爆発音被害に係る検討チーム」

中間報告書

LE－7Aエンジン燃焼試験（種子島）での主噴射器

エレメントの損傷について　　～

5．出席者

　　　宇宙開発委員会委員長代理

　　　宇宙開発委員会委員

　　　　　　’，

　　　　　　，，

関係省庁

　通商産業省機械情報産業局次長

　郵政大臣官房技術総括審議官
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　科学技術庁研究開発局長

　科学技術庁研究開発局宇宙政策課長
　
他
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6．議事

　（1）前回議事要旨の確認について

　　　第21回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

　　確認された。

（資料委22－1）が
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（2）EXPRESSカプセル飛行後調査報告について

　　文部省宇宙科学研究所　雛田教授及び稲谷助教授より、資料委22－2に基

　づき、平成7年1月15日に打ち上げられ、16日に中央アフリカのガーナ

　に落下した後回収されたEXPRESSについて、カプセル発見から回収に

　至る状況、カプセルに残されたデータから推定される飛行状況の検討結果、

　カプセル及び搭載実験装置の回収後状態データから得られた分析結果等の説

　明があった。

　　これに関し、委員より、姿勢制御及び飛行軌道の推定についての詳細な分

　析結果、本来の打上げ計画、今回取得できなかった長時間データのバックア

　ップ方法及び再実験の予定、落下によりガーナへ与えた被害、落下から回収

　までのカプセルの保存状態、ガーナ及びドイツとのカプセル回収のための交

　渉状況等につ．いて質問があった。　　　　　　　　鴫『へ

（3）H－llロケット5、6号機等の打上げ計画及び打上げに係る安全対策につ

　　いて

　　宇宙開発事業団　十亀理事及び宇宙輸送システム本部打上げ・運用システ

　ム室　中野室長より、資料委22－3－1に基づき、平成9年8月18日に通信放

送技術衛星（COMETS）の打上げを予定しているH－Ilロケット5号機

　の打上げ及び追跡管制計画書について説明があり、また、科学技術庁研究開

　発局宇宙政策課　田中安全評価企画官より、資料委22－3－2に基づき、打上げ

　に係る安全対策について説明があった。

　　これに関し、委員より、5号機打上げに係る種子島宇宙センターでの作業

　の合理化、COMETSのミッション期間等について質問があった。

　　また・中野室長及び田中企画官より、委22－3－3及び委22－3－4に基づき、平

　成9年11月1日に熱帯降雨観測衛星（TRMM）及び技術試験衛星Vll型

　（ETS－Vll）の打上げを予定しているH－llロケット6号機の打上げ及び

　追跡管制計画書並びに打上げに係る安全対策について説明があった。

　　これに関し、委員より、TRMM及びETS－Vllのミッション終了後のデ

ブリ対策、ETS－VIIが行うランデブミッションの概要等について質問があ

　つた。
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　また、同様に中野室長及び田中企画官より、委22－3－5及び委22－3－6に基づ

き、平成9年9月11日に打上げを予定している宇宙実験用小型ロケット6

号機（TR－IA）の打上げ計画書及び打上げに係る安全対策について説明

があった。

　これに関し、委員より、TR－lAに指令破壊装置を搭載するものとしな

いものの相違、多目的均熱炉を使用する実験の方法等について質問があった。

　質疑応答の後、これらの打上げ計画及び打上げに関する安全対策について

は、原案どおり了承された。

（4）再使用型宇宙輸送システム検討会報告書について

　　再使用型宇宙輸送システム検討会　野村座長代理より、資料委22－4－1及び

　委22－4－2に基づき、研究開発局に設置している再使用型宇宙輸送システム検

　討会において取りまとめた、我が国が目指すべき完全再使用型宇宙輸送シス

　テムの概念及び研究開発の推進方策に関する報告書について説明があった。

　　これに関し、委員より、完全再使用型宇宙輸送システムと再使用型宇宙輸

　送システムの相違点、完全再使用型宇宙輸送システムの意義と必要性につい

　ての優先度、再使用型宇宙輸送システム開発のための民間企業の重要性、我

　が国が目指す完全再使用型宇宙輸送システムと選択した単段宇宙航空機の実

　現性、諸外国の単二宇宙航空機の開発状況等について質問があった。また、

　本件は大きな問題なので経済バランスや小型ロケットとのバランスも含めて、

宇宙開発委員会で議論すべきであること、研究開発に当たっては、そのため

　の経費や諸外国の研究開発状況等を考慮に入れて柔軟に推進するべきこと等

　の発言があった。

（5）　「固体推進薬衝突実験の爆発音被害に係る検討チーム」の中間報告につい

　　て

　　宇宙開発事業団安全管理部　福田部長より、資料委22－5に基づき、平成

　9年5月16日に北海道苫小牧市にて実施した固体推進薬衝突実験時に生じ

　た爆発音被害に関する宇宙開発事業団の検討チームによる中間報告書につい

　て説明があった。
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　これに関し、委員より、逆転層の状況のグラフの分析内容及び地元への損

害賠償対応について質問があった。また、被害原因として低周波以外に爆音

についての調査も必要であること、爆薬を使用しない実験方法への変更を含

め、今後の対策について十分な検討を行うこと等の発言があった。

（6）LE－7Aエンジン燃焼試験（種子島）での主噴射器エレメントの損傷に

　　ついて

　　宇宙開発事業団宇宙輸送システム本部宇宙輸送システム技術部　伊藤部長

　より、資料委22－6に基づき、平成9年5月20日に行った実機型エンジン

　2号を用いた350秒試験後の供試体点検時に発見された主噴射器エレメン

　トの一部の損傷について、試験の実施及び機器の損傷状況、損傷原因の推定、

　対策案、今後の試験対応等の説明があった。　　　　r‘’

　　これに関し、委員より、今後の実験のために講じた主噴射器1号、2号、

　3号の換装計画の概要について質問があった。また、今回の損傷の原因と推

定されるエレメントの振動に関する調査を十分に行うこと等の発言があった。

以上
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地球観測プラットフォーム技術衛星

　　　　　　　　　　「みどり」の機能停止について

平成9年7月2日
科　学　技　術　庁

宇宙開発事業団

1．概要

　　地球観測プラットフォーム技術衛星「みどり〕　（ADEOS）が、平成9年6月

　　30日に機能停止に至った運用状況、推定原因、今後の原因究明等について報告する。

2．経緯

（1）ADEOSは、平成8年8月17日に打上げられ、11月26日に定常段階に移行し

　てから約7ヶ月にわたって地球環境問題の解明等に役立っ地球観測データの取得を行

　　ってきた。

（2）平成9年6月30日9時46分頃にADEOSが日本上空を通過した際、宇宙開発事

　業団地球観測センター（埼玉県鳩山町）において、地球観測データが受信されなかっ

　たため、国内外の追跡管制局から、衛星の運用状態の確認、衛星負荷の軽減及び衛星

　の通信系機器オン等の緊急コマンド送信等を実施したが、16時21分以降衛星から

　のテレメトリデータが受信されず、ADEOSは機能を停止したと判断し、運用を断

　念ずるに至った。　（別紙1）

3．異常事象

　　　6月30日11時28分頃及び13時10分頃沖縄宇宙通信所にて取得した衛星の

　テレメトリデータから確認された衛星の状態は以下の通りであった。

（姿勢系）

（電源系）

（推進系）

（ミッション機器）

・姿勢喪失が発生し、地球再捕捉をした状態

・地球センサは冗長系

・太陽電池パドルからの発生電力がほぼゼロ

・バッテリ電力の放電のみにて衛星が動作

・スラスタ、バルブ、バルブ駆動回路が冗長系

・軽負荷モード移行

1



4．推定される原因と原因究明状況

　　急激な発生電力の低下から、以下の原因が考えられる。

’パドル破壊

・ハーネスの異常

・太陽フレア等による放射線の影響　等

また、現在までの原因究明状況は以下の通りである。

（1）異常発生時刻の推定

　グローバルな観測が行われているNSCATデータについては、テープレコーダに

記録されている情報が、地上のデータ受信局の上空で再生される。今回、7時30分

頃までの観測データがテープレコーダに記録されていることが確認されており、その，

後8時頃にアラスカ上空を通過したパスにおいては、観測データの受信が行われた。・

しかしながら、その次のパスである、9時35分頃の観測データの受信はできなか6

たので、その間において衛星に何らかの異常が発生したものと推定される。引き続き、

詳細解析を実施していく。　（別紙2a、2b）

（2）姿勢制御用スラスタの解析

　平成9年6月30日10時55分～11時42分頃の約50分のテレメトリデータ
　（沖縄局で受信）を解析した結果、姿勢制御に約320秒のスラスタ噴射をしている

ことが認められた。このことから、推進系の推力を考慮すると約0．7m／s増速し、

消費された養親は約2kgと推定される。一方、インターネットで入手できる北米航

空宇宙防衛司令部（NORAD：米加共同の軍事機構）の軌道要素（2ラインデータ）か

ら、異常現象発生前後の軌道6要素を再計算をし、周期、遠地点高度、近地点高度等

を比較したところ、軌道長半径が約2Km増大し、周期も約2秒長くなったことが確

認された。この結果から、接線方向に約1m／sに相当する速度増加があったと考え

られ、上記の推定値とほぼ一致する。　（別紙3）

（3）発生電力の変化

　パドルの発生電力について、過去のデータを調べた結果、規定値である4，500

Wを下回ってはいないものの、6月27日頃から発生電力の低下傾向が確認された。

　（別紙4）更に、発生電力のうち、余剰分として消費している電流（シャント電流）

の2系統の電流値（シャント（SHNT1）1、シャント（SHNT2）2）の差の変化が6月2

3日以降、徐々に大きくなっていることが判明した。　（別紙5）

　また、太陽電池パドルの温度テレメトリの1つが、6月23日以降信号がオフとな

っていることが併せて確認され、このことは上記の現象と符合するが、このことはシ

ャント電流差に変化が発生した時期と一致すると考えられる。　（別紙6）
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（4）パドルの振動解析

　事故前後の衛星の姿勢変化率の周波数解析を実施した。事故前のデータ（6月22

日以前。5月15日）を別紙7a、7bに、事故直後のデータを別紙7c、7dに示
す。

　これらの解析より、太陽電池パドルの構造特性が事故後大きく変化し、きわめて不

安定になっていることが推定される。このことは、正常時の地球捕捉におけるスラス

ターの噴射周期が約40秒であったのに対し、事故後は約10秒程度に周期が高まっ

ていることに相応している。

5．観測中止に伴う影響
r『Zンサ提供機関（NASA、　CNES、通商産業省、環境庁）、データ受信局（ESA、

タイ、スウェーデン、英国等において受信が計画されている）、データ配布機関（NOA

A、気象庁、社団法人漁業情報サービスセンター）、国内外の研究者への観測データの提

供が不可能となる。

　なお、これまで取得した観測データを用いた解析研究を継続することは可能である。

6．今後の原因究明について

　宇宙開発事業団は、7月1日に地球観測プラットフォーム技術衛星「みどり」事故対策

本部（以下、　「事故対策本部」という。）を設置した。今後は事故対策本部において、地

球観測プラットフォーム技術衛星「みどり」の事故原因究明及び今後の計画に関する検討

を行うとともに、所要の対応を策定する予定である。

以　　上
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●

ADEOSが　ヒrF止に至った状況

（別紙1）

（1）平成9年6月30日9時46分頃、地球観測センターにて、観測デー・タが受信でき

　なかった。受信できた衛星のテレメトリデータにより、衛星状態が異常である可能

　性があったことから、科学技術庁及び事業団内関係各部に報告された。

（2）11時28分頃、上記報告を踏まえ、沖縄宇宙通信所にて衛星状態を確認したとこ

　ろ、衛星が地球捕捉モード及び軽負荷モードへ移行し、かっ太陽電池パドルの発生

　電力がほぼゼロであることが確認された。

（3）13時10分頃、再度沖縄宇宙通信所にて、衛星状態に変化の無いことを確認した。

（4）16時21分頃、スウェーデンのキルナ局にて、消費電力を減らすためにミッショ

　ン機器及びヒータオールオフの処置を実施するコマンドについて、衛星からのテレ

　メトリデータが得られなかったものの送信を実施した。

（5）16時46分頃、CNESの緊急支援によるハービーショーク局（南アフリカ共和

　国）において、緊急コマンド（衛星の通信系機器のオン等）を送信したが、衛星か

　らの通信は回復しなかった。

（6）18時01分頃、キルナ局から、また18時26分頃ハービーショーク局から同様

　の緊急コマンド送信を実施したものの、衛星からの通信は回復しなかった。

（7）19時05分にADEOSの運用を断念すると発表した後も、キルナ局にて20時

　41分及び21時20分、増田宇宙通信所にて21時02分、勝浦宇宙通信所にて

　22時39分目緊急コマンドを送信したものの、衛星からのテレメトリデータはあ

　いかわらず受信できず、以降の緊急コマンド送信は実施していない。



　　　　　・　　　　●　　　　　　　 ●

　　N5CAT　Junこ5D　Oこ5＝07　〔；MT　19⊆17
8『……’1’’””’…’i㍉も…∵’”””…；…”…｛………

調う一一i一・一・｝一一・｛一…ン　㎡’4一虚㌔・ゑ一一i・・瓠∵・・．』

　i　　i　　i／i　　i玉　一；・・！●　i・．　i　唱i

　
　
　
　
　
　
　
ζ

．
．
・
　
　
　
　
　

　
　
　

…
鮒
、
翻
≡

　
　
　
”
て

　
　
　
・

　
」
ヂ
触
“
、

：
・
：
償
．
．
　
：
．
α
．
・
ヤ
’

　
4

σ
・
憲
緯

　
　
．
一
佃

．
．
蟹
…
．
㌃
…

　
　
7

コ
レ
　
　
　
　
　
ロ

．
　
1

　
　
幽

．
、
．
　
イ

・
：
茄
鍔
・
ニ
メ
：
：

二
…
＝
二
∴

　
　
…

　
　
…

　
　
一

：
．
：
：
：
：
…
O
・

　
　
助
」

∵　

　　　”●∵’

㌦・　！　●　　　　　　　　．
．’ @　●　　■　陰　　　　L

’・ @：脅　　 ：

．；　　　．謄
　サ　　　　　　　コえコ

　　。　　魯
　　　　’rドき

　5．　．；

　：　　　‘　・

　　　　’

．幽｝・・．

蟹∫錬

診rハ∫i
勘・　　　　　・

一糧G

　　㌧

…興

　　　　　　　　　　　　・一・・i一・静・『響・・｝・・羅’・…i　・．…ヒ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一∴’、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．雌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’一i・・一画潔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品

　　　　　　　　　　　〔．＿＿1＿＿爵1．｝ト1＿＿＿．i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－9CI

・一・
S占∵一語

‘
．

㌧
．

「

…一…
・●

・

，

ヨ
引
｛
”

●
・
占
㎡

，
，
　
，
「
　
，
　
・
　
「

：
指
．

・

■
　
　
…

●
匿
　
・
’
　
・
■
　
．
．
　
●
9

O

．
．
鐵

…
謬
鋼
鱒
盤

　
　
　
「

　　

@　

@
椛

綴鄭騨消雪　
　
　
　
」
！

∴
」
：
．
：
：
．
：
：
：
：
：
●
’
」
：
：
∴
5

叢
…
脚
…
｛

　
　
冨
．
、

’
／
　
　
…
O
・

　
　
　
　
≦

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
…
r
軍

　
　
　
潔
．
．
一
．
…

　
　
　
　
μ
：

巧
　
　
　
鍋
晒

　
～
⊥
　
　
　
　
　
、
．

紀
母
凱

罷
鮮
　
　
　
”

　
　
∵

：
：
；
：
H
：
：
：
・
’
：
・
：

　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ば

・
∴
－
ふ
…
漁
艶
聴
骨
ノ

、ノ　鯉』

　，・醜

，ソ「　　　：

i㌦尋

：　　や　　 1

．．
P．．　＿．．．．＿

i．駿．…．1

　　㌧，　1
ロ　　　　　　　ロ　　　　ヨ　　

れ　　　　　　　コロ　　　の

　　　、二・；
　コ　　　ロ　　ロロ　　　　へ　　　　イ

・；，1冒

　　．．．　’

　　　30

凶
＝
鍵
才
り
ρ



コ
ら
　
し
ヨ

ふ
ご
営
／
い
腎



別：紙3

ADEOSの軌道変化について

1．軌道決定値
　以下の2つの軌道長半径、周期、遠地点高度、近地点高度を示す。
　　　1）　異常発生前のNASDA軌道決定値
　　　　　　　Ep　　　97／06／29　　20：00：00　u吐。

　　　　　　　a　　　　　　7174．871　Km

　　　　　　　P　　100．805分
　　　　　　　Ha　　　　　805．658　Km

　　　　　　　Hp　　　　　　787．808　Km

　　　2）　異常発生後のNORAD2ライン軌道決定値（その2）
　　　　　　　Ep

　　　　　　　a
．　　　　　　　P

　　　　　　　Ha
　　　　　　　Hp

2．軌道変化の特徴

97／06／30　　13：39：43．5utc

　7176．9琴1　Km

　100．849，分

　804．219　Km

　793．466　Km

・軌道長半径は約2km大きくなった。
　　　・軌道周期も2秒程度増大した。

　　軌道長半径が2Km増大したことから

　　　　　△V＝約　1　m／sec
の制御に換算される。

、接線方向に加速制御が働いたとした場合。
　速度増分
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32回路

SHNT1

回路図用RTN

回路4用RTN
回路2用Hσr

回路2用RTN

回路4用HOT

SHNT2

回路64用Hσr

’　o　●　●　●　●　■　　　　　●…　　　　●　●　・　・　も

’　●　・　…　　　　　　　　　　　　　’　o　・　・　●　・

i回路64il：回路62：
層　　5　　■　　■　　口　　目　　■　　巳　　■　　■　　ロ　　ロ 回路4　回路2

o　●　●　●　o　●　　　　　　　●o　．　●　●　●　．　・　b
’　　●　●　・　●　●　　　　　　　　　　　’　　●　o　●　・　．

回路63：：回路61：

巳　　■　　■　　躍　　馴　　巳　　巳　　5　　■　　口　　鳳　　8

回路3　i回路1：

　　　　＼　　．』－

温度センサ用RTN

／

温度センサ

＼’

温度センサ用HOT

32回路

SHNT1とSHNT2の電流の差（A）［例］

通常時0．3～0．9
6／24　2．78　－

6／294．58　約4回路相当分電流

太陽電池パドル概略回路図

」
・
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角度信号

正常　（約160度）

SPSS温度
PD3006
正常（3．2℃）

ブーム温度

PD3007　　SPSS　A
正常（・14．5℃）

PDM

PDM温度
PD3001
正常（3．2℃） SPSS　B

パドル温度

PD3005
異常

パドル温度

PD3004
異常

伸展開モータ温度

PD3004
状態不明

パドル温度

PD3003
異常

6，月23日21h以降

図 ADEOS太陽電池パドル模式図
如軸」
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別糸氏7久

May．15，roll　rate（time　domain　plot）
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別糸氏7ち

May．15，roll　rate　FFT
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Jun．30，roll　rate（time　domain　plot）
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Jun．30，roll　rate　FFT
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地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）の機能停止に係る原因究明等につい

て（案）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成9年7月2日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発丁丁会決定

1　調査審議事項

　　地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）の太陽電池パドルからの電力供

給が停止し、衛星の運用を断念せざるを得なくなった事態を踏まえ、今回の異常の原

　因を究明し、併せて、今後の対策等について調査審議を行うものとする。

2　調査審議の進め方

　　上記の原因究明に必要な技術的事項について、できる限り速やかに技術評価部会に

　おいて調査審議を行うものとする。



ぞ・　・

（参考）

宇宙開発委員会技術評価部会構成員

（部会長）

井口　雅一 （財）日本自動車研究所長、東京大学名誉教授

（部会長代理）

原島　文雄 東京大学生産技術研究所教授

上杉　邦憲

大森　愼五

木村　好次

久保田弘敏

小林　康徳

塩野　登

中島　厚

西島　敏

野中　保雄

松崎　雄嗣

三浦　秀一

宮島　博

安永　啓一

　　文部省宇宙科学研究所教授

　　郵政省通信総合研究所宇宙通信部長

　　香川大学工学部創設準備室教授

　　東京大学大学院工学系研究科教授

　　文部省宇宙科学研究所教授

　　（財）日本電子部品信頼性センター専務理事付部長

　　科学技術庁航空宇宙技術研究所

　　　宇宙研究グループ第12研究グループグループリーダー

　　川崎重工業（株）技術顧問

　　東京理科大学工学部教授

　　名古屋大学大学院工学研究科教授

○　　宇宙開発事業団理事

　　科学技術庁航空宇宙技術研究所

　　　角田宇宙推進技術研究センター長

　　日本放送協会技術局技術主幹

○印の専門委員は、今回の調査審議については説明者として参加。



委23－4

放送衛星3号一b（BS－3b）の姿勢異常について

日
工
省

2
〒

月
毛

フ
　
区
政

年

9
学

成
平
科
郵

● 1　報告事項
　　6月30日（月）にBS－3bに姿勢異常が発生したが、地球センサを予備系

に切り替え、現在、姿勢は正常に回復。また、搭載中継器は正常に機能している

　ことを確認。

　原因については、宇宙開発事業団、通信・放送機構等の関係機関の協力のもと、

調査が進められているところ。

　なお、WOWOWの放送、セントギガ音声放送（5ch）及びハイビジョン実

用化試験放送（9ch）が一時中断したが、補完衛星BS－3Nに切り替えて、

現在放送を継続中。

●

2　経　緯

6月30日
　14＝34

14　46
14’54
15　30
15　55
17　47

BS－3bに姿勢異常発生
WOWOWの放送、セントギガ音声放送（5ch）及びハイ

ビジョン実用化試験放送（9ch）が中断

補完衛星BS－3Nに切り替え、　WOWOWの放送が再開
ハイビジョン実用化試験放送が再開

セントギガ音声放送が再開

BS－3bの地球センサを予備系に切替

BS－3bの姿勢が正常に回復
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委23－5

ロシアの宇宙ステーション「ミール」の事故について

科学技術庁研究開発局
宇宙利用課／調査国際室

1　概要

（1）日時

　　平成9年6月25日（水）18時18分（日本時間）

12｝場所

　　ミールの「スペクトル」モジュール

　　‡ミールを構成する実験モジュールの一つ。ミール全体の電力の約半分を供給。

（3｝原因

　　　ロシアの無人貨物船「プログレスM－34」がミール本体との手動ドツ

　　キング実験中に衝突。

　　＊プログレスM－34は本年4月に打ち上げられ、輸送任務を終了し、廃棄に向け

　　　て待機中であった。

（4｝状況

　　・スペクトルの本体部分及び太陽電池パネルを損傷し、当該モジュール

　　から空気漏れが発生。

　　・本体の空気漏れを防ぐため、当該モジュールを閉鎖中。

　　・ミール全体の発生電力は半分近くに低下し、能力が大幅に制限されて

　　いる。

　　・現在、スペクトルの太陽電池パネルを有効利用し、電力を回復させる

　　修理を7月中旬に行うため、「プログレスM－35」に修理機材を搭載し

　　打ち上げる準備を進めている。

　　・ミール搭乗中の3人の宇宙飛行士の健康状態は良好。

　　　＊なお、現在ミールには有人宇宙輸送船「ソユーズ」が装着されているため、

　　　　これによって3人の宇宙飛行士が帰還することは可能な状態。

2　宇宙開発事業団「ミール利用宇宙実験」への影響

・当初・宇宙開発事業団によるミール利用実験に係る装置は6月27日にプロ

グレスM－35により打ち上げられる予定であったところ、本事故に伴い打

上げが延期され、7月5日に打ち上げられることとなった。

．当該実験装置はプログレスM－35への再搭載のため待機中であり、生物試

料も健全な状態を保っている。

・今般の事故・打上げ延期による本実験への影響はない。
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（参考）

ロシアの宇宙ステーション「ミール」について

1．概要

　　旧ソ連時代の1986年に運用開始され・現在ロシア連邦に引き継がれてい

る宇宙ステーション「ミール」は、有人の宇宙ステーションとして運用されて

いる。近年では、米国や欧州各国間との国際協力による宇宙実験にも利用され

ている。

2．ミールの諸元と構成

　　宇宙ステーション「ミール」は、将来の国際宇宙ステーションと同一の軌道

を周回している。　「ミール」の諸元と構成の概略を以下に説明する。

○宇宙ステーション「ミール」の諸元

・軌道傾斜角

・軌道高度

・公転周期

・搭乗員数

約51．6度

約400km

90．3～93．9分

3人

○構成モジュールの名称と機能および搭載物

　宇宙飛行士は以下のそれぞれのモジュールの内部で活動する。

　・基幹モジュール

　　　ーミール全体のコントロール部。宇宙飛行士の就寝設備。

　・天体観測モジュール「クバント（量子）」

　　　一ESA（欧州宇宙機関）等の各国機関が提供した多数の観測装置。

　・生命維持モジュール「クバント2」

　　　一電力供給設備、生活設備、船外活動設備。

　・宇宙工学モジュール「クリスタル（結晶）」

　　　一多数の材料科学実験装置。・

　・地球物理化学モジュール「スペクトル（分光）」

　　　一地球観測機器。

　・地球観測モジュール「プリロダ（自然）」

　　　一大気、海洋、地球観測機器。


